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C O N T E N T S

組合に入ったのは昨年の6月。「昔か

ら観光事業に興味があって、しかも生

まれ育った地でその仕事ができるなん

て本当にラッキー」。

三浦さんの担当は、毎日のように来

る宿泊先問合せの対応、入湯税の一括

管理、イベントの取りまとめなどです。

「今、“子ども手当券キャンペーン”を

実施していて抽選で13,000円の宿泊

補助券が当たります。年齢制限はなく

て親子なら誰でも使用可能ですのでみ

なさんぜひご応募ください！」。

大学を卒業後そのまま東京で就職、生

まれ育った伊豆の国に帰ってきて1年が

たちます。「やっぱり地元はいいですね。

美しい自然が身近にあり、これからの

季節は野生のホタルを見ることができ

るんです。四季を肌で感じることがで

きるって最高ですね」。

地元をこよなく愛す三浦さん。明る

いえがおが印象的でした。

三浦麻希さん

伊豆長岡温泉旅館協同組合
（伊豆の国市）

＊資源保護のため再生紙を使用しています。
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2中小企業静岡 2010.5

平成21年度、県内で設立された組合は、前年度と同数の13組合。
平成8年度以来、13年ぶりに組合員数50人を超える組合が3組合誕生するなど、ここ数年、急

速に進んでいた少人数による設立もひとまず小休止となった。一方、出資総額の少額化の流れは
変らず、一組合平均の出資総額は199万円と、前年度に続き200万円を下回った。
設立目的（主要事業）では、前年度、5組合だった共同受注事業が1組合に減少。替わって、4組合

が知名度アップや販路開拓などを目的に共同宣伝を主事業に据えた。

特集

平
成
二
一
年
度
、
静
岡
県
内
で
設
立
さ
れ
た
組

合
は
一
三
組
合
。
全
国
的
に
設
立
件
数
が
伸
び
悩

む
中
、
本
県
で
は
前
年
度
（
二
〇
年
度
）
と
同
数

の
設
立
数
と
な
っ
た
（
図
表
①
）。

こ
こ
数
年
、
少
人
数
に
よ
る
設
立
に
拍
車
が
か

か
っ
て
い
た
の
が
一
転
し
、
一
〇
一
人
の
土
肥
温

泉
観
光
協
同
組
合
を
は
じ
め
、
組
合
員
数
五
〇
人

を
超
え
る
組
合
が
三
組
合
誕
生
。
平
成
一
五
年
以

降
、
平
成
一
六
年
（
一
三．
三
人
）
を
除
き
、
ヒ

ト
ケ
タ
台
で
推
移
し
て
い
た
一
組
合
平
均
の
組
合

員
数
も
二
五．
二
人
と
、
平
成
一
二
年
以
来
と
な

る
二
〇
人
台
と
な
っ
た
（
図
表
②
③
）。

一
方
、出
資
総
額
の
少
額
化
の
流
れ
は
変
ら
ず
、

一
組
合
平
均
の
出
資
総
額
は
一
九
九
万
円
と
、
前

年
度
（
一
三
五
万
円
）、
平
成
一
五
年
度
（
一
五

二
万
円
）
に
続
き
二
〇
〇
万
円
を
下
回
っ
た
（
図

表
④
⑤
）。

さ
ら
に
組
合
員
一
人
あ
た
り
の
払
込
出
資
金
額

は
七
九
千
円
で
、
過
去
最
少
だ
っ
た
前
年
（
一
八

三
千
円
）
を
大
き
く
下
回
り
、
初
め
て
一
〇
〇
千

円
を
割
り
込
ん
だ
。

設
立
目
的
（
主
要
事
業
）
で
は
、
前
年
度
、
五

組
合
で
最
多
だ
っ
た
共
同
受
注
事
業
が
一
組
合
に

大
き
く
減
少
。
替
わ
っ
て
、
知
名
度
ア
ッ
プ
や
販

路
開
拓
な
ど
を
目
的
に
四
組
合
が
共
同
宣
伝
を
主

事
業
に
据
え
た
。
前
年
、
ゼ
ロ
だ
っ
た
共
同
施
設

の
設
置
・
管
理
を
目
的
と
す
る
組
合
は
二
組
合
誕

生
。
企
業
組
合
の
設
立
は
一
組
合
に
と
ど
ま
っ
た

（
図
表
⑥
）。

平成２１年度

静岡県の組合設立白書
全新設組合の概要とその目的

出
資
の
少
額
化
ま
す
ま
す
進
む

平成元

図表①
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3 中小企業静岡 2010.5

組合活性化情報

全
国
の
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
シ
ョ
ッ
プ
八
社
が
立
ち
上

げ
た
の
は
、
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
同

組
合
。
内
・
外
装
や
機
能
系
パ
ー
ツ
の
共
同
生
産

を
事
業
の
核
に
据
え
、
広
範
な
サ
ー
ビ
ス
と
販
売

網
の
整
備
を
通
じ
販
路
拡
大
を
図
る
。

静
岡
市
内
の
旅
行
業
者
と
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
が
設
立
し
た
の
は
、
静
岡
国
際
交
流
フ
ォ
ー
ラ

ム
協
同
組
合
。
海
外
の
学
生
を
対
象
に
し
た

日

本
学
生
と
の
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

や

日
本
文
化

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

な
ど
の
教
育
旅
行
プ
ラ
ン
を

企
画
制
作
。
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
旅
行
企
画
の
開
発

を
進
め
て
い
く
。

企
業
組
合
エ
コ
プ
ラ
ン
は
、
空
調
設
備
や
冷
凍

冷
蔵
設
備
な
ど
の
冷
熱
設
備
工
事
に
長
年
従
事

し
、
豊
富
な
知
識
と
高
い
技
術
を
も
つ
個
人
四
人

“

”

“

”

バ
ス
ガ
イ
ド
や
旅
行
業
者
、
自
動
車
の
カ
ス
タ

マ
イ
ズ
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
専
門
業
者
に
よ
る
組
織
化

が
目
立
つ
。

ガ
イ
ド
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
小
花
協
同
組
合
は
、
県

東
部
地
域
在
住
の
三
〇
代
か
ら
六
〇
代
の
フ
リ
ー

の
バ
ス
ガ
イ
ド
七
人
で
法
人
化
。
バ
ス
会
社
と
業

務
請
負
契
約
を
結
び
、
複
数
の
バ
ス
会
社
と
組
合

員
の
調
整
を
図
り
な
が
ら
ガ
イ
ド
業
務
を
配
分
。

利
用
者
や
バ
ス
会
社
の
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。

商
用
車
を
レ
ジ
ャ
ー
向
け
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
す

る
需
要
が
急
速
に
伸
び
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
た

が
組
織
。
冷
熱
設
備
の
設
計
施
工
か
ら
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
に
至
る
ま
で
一
貫
し
た
提
案
型
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
。
企
業
の
作
業
環
境
の
改
善
や
生
産
性
の
向

上
、
合
理
化
に
貢
献
す
る
。

商
業
者
や
サ
ー
ビ
ス
業
者
ら
が
大
同
団
結
し
、

知
名
度
ア
ッ
プ
や
新
市
場
の
開
拓
を
目
指
す
動
き

も
活
発
だ
。

温
泉
観
光
地
と
し
て
有
名
な
伊
豆
市
土
肥
地
区

で
温
泉
旅
館
や
飲
食
サ
ー
ビ
ス
、
小
売
業
な
ど
観

光
産
業
に
携
る
一
〇
一
人
で
組
織
す
る
の
が
、
土

肥
温
泉
観
光
協
同
組
合
。
新
聞
・
雑
誌
へ
の
広
告

掲
載
や
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
展
開
、
さ
ら
に
海

専
門
業
者
の
組
織
化
目
立
つ

図表②  組合員数の推移 

図表③  一組合あたりの平均組合員数と最多組合員の推移 

図表④  出資金の推移（金額単位：万円） 

図表⑤  一組合あたりの平均出資金と最高出資額組合の推移 

図表⑥  過去10年間の組合主要事業の推移 

知名度アップや新市場の開拓を図ろうと、4組合が共同宣伝を主事業に据えた。 

組合員50人を超えた設立3組合は、平成8年度以来。 

出資額の少額化傾向が続く。 

（平成） 

※平成13年度の「4人未満」は協同組合連合会 

最多組合員（人） 平均組合員（人） 

25.2人 

101人 

平均組合員 
最多組合員 

平均出資金（千円） 最高出資金（万円） 

1,990千円 

690万円 

商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
者
が
団
結
。
知
名
度

ア
ッ
プ
と
魅
力
あ
る
地
域
商
業
を
目
指
す
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水
浴
場
の
休
憩
所
や
温
泉
プ
ー
ル
な
ど
の
運
営
管

理
を
通
じ
、土
肥
の
魅
力
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

ぬ
ま
づ
み
な
と
商
店
街
協
同
組
合
は
、
沼
津
港

漁
港
地
区
の
飲
食
店
や
土
産
物
店
ら
で
組
織
。
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
や
高
速
バ
ス
利
用
者
に
対
す
る

割
引
チ
ケ
ッ
ト
の
発
行
な
ど
、
商
店
街
の
知
名
度

向
上
や
集
客
の
た
め
の
共
同
宣
伝
・
販
売
促
進
を

展
開
す
る
。
地
産
地
消
の
推
進
や
新
メ
ニ
ュ
ー
開

発
に
も
力
を
注
ぐ
。

静
岡
・
沼
津
両
地
区
で
と
も
に
長
い
歴
史
を
も

つ
協
同
組
合
が
株
式
会
社
化
し
た
こ
と
に
伴
い
、

協
組
を
母
体
に
再
組
織
化
し
た
の
が
、
協
同
組
合

静
岡
専
門
店
会
と
協
同
組
合
沼
津
専
門
店
会
。
両

組
合
と
も
、
組
合
員
の
取
扱
商
品
の
販
路
拡
大
を

図
る
た
め
の
共
同
宣
伝
事
業
や
販
売
促
進
事
業
を

通
じ
、
組
合
員
の
販
売
活
動
を
側
面
か
ら
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
。
地
域
商
業
の
活
性
化
や
魅
力
あ
る
街
づ

く
り
に
も
寄
与
し
て
い
く
考
え
だ
。

共
同
購
入
や
事
務
の
合
理
化
な
ど
を
通
じ
、
コ

ス
ト
削
減
や
事
業
の
効
率
化
を
図
ろ
う
と
い
う
組

合
設
立
も
多
い
。

協
同
組
合
し
ず
お
か
訪
友
会
は
、
静
岡
市
な
ど

の
訪
問
介
護
事
業
所
一
〇
社
が
連
携
。
各
種
書
類

の
共
通
化
や
職
員
の
労
働
条
件
、
教
育
訓
練
の
共

同
化
、
共
同
求
人
な
ど
の
労
務
管
理
、
さ
ら
に
衛

生
用
品
・
事
務
用
品
の
共
同
購
入
と
幅
広
く
共
同

事
業
を
実
施
。
労
働
環
境
の
改
善
や
経
営
の
安
定

化
な
ど
、
共
通
課
題
の
解
消
を
目
指
す
。

焼
津
港
を
拠
点
と
す
る
カ
ツ
オ
や
マ
グ
ロ
の
遠
洋

漁
業
者
に
よ
り
組
織
さ
れ
る
の
が
静
岡
か
つ
お
・
ま

ぐ
ろ
協
同
組
合
。
漁
船
用
燃
油
の
共
同
購
入
、
漁
船

保
険
の
斡
旋
業
務
や
事
務
代
行
、
安

全
操
業
に
必
要
な
各
種
講
習
会
の
開

催
、
関
係
機
関
と
協
調
し
た
団
体
交

渉
事
業
な
ど
、
組
合
員
事
業
に
直
結

し
た
事
業
を
展
開
す
る
。

富
士
宮
市
と
富
士
市
の
金
属
製

品
製
造
業
五
社
で
設
立
し
た
駿
河

テ
ク
ノ
協
同
組
合
で
は
、
組
合
員

の
事
業
に
必
要
な
備
品
や
消
耗
品

の
一
括
購
入
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
組
合
員
企
業
の
プ
レ
ス
機
械

の
定
期
点
検
を
組
合
が
窓
口
と
な

っ
て
専
門
業
者
へ
斡
旋
。
組
合
員

の
コ
ス
ト
削
減
や
経
営
健
全
化
に

寄
与
し
て
い
く
。

景
気
低
迷
が
長
引
く
中
、
設
備
投
資
を
伴
う
共

同
施
設
の
設
置
・
管
理
に
二
組
合
が
取
り
組
む
。

あ
さ
ぎ
り
フ
ー
ド
パ
ー
ク
協
同
組
合
は
、
富
士

宮
市
の
食
品
製
造
業
者
六
社
が
設
立
。
高
度
化
資

金
を
活
用
し
、
道
の
駅

朝
霧
高
原

の
隣
接
地

に
製
造
工
程
が
見
学
で
き
る

見
せ
る
食
品
団

地

を
平
成
二
四
年
四
月
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
建

設
す
る
。
富
士
山
ブ
ラ
ン
ド
・
朝
霧
ブ
ラ
ン
ド
の

発
信
拠
点
と
し
て
の
期
待
も
大
き
い
。

旧
車
の
復
元
＝
レ
ス
ト
ア
業
務
を
行
う
た
め
の

共
同
作
業
場
を
設
置
し
よ
う
と
、
浜
松
市
内
の
自

動
車
整
備
業
者
四
社
が
立
ち
上
げ
た
の
が
Ｂ
Ｂ
Ｆ

協
同
組
合
。
鉄
骨
四
階
建
て
の
中
古
物
件
を
共
同

作
業
場
と
し
て
取
得
。
共
同
作
業
を
通
じ
、
組
合

員
が
持
つ
得
意
分
野
の
技
術
を
相
互
に
出
し
合

い
、納
期
の
短
縮
化
や
新
規
顧
客
の
獲
得
を
図
る
。

“

”

“

”

ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
同
組
合

商
用
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
カ
ー
を
レ
ジ
ャ
ー
向
け
に

カ
ス
タ
マ
イ
ズ
す
る
需
要
が
急
速
に
伸
び
て
い

る
。
従
来
の
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
と
は
一
線
を
画

す
る

ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
タ
ー

と
呼
ば
れ
る
こ
の

分
野
は
、
二
〇
〇
七
年
に
大
手
自
動
車
メ
ー
カ
ー

が
特
別
仕
様
車
の
販
売
を
始
め
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
、
市
場
は
急
拡
大
中
だ
。

当
組
合
は
、
全
国
の
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
シ
ョ
ッ
プ

（
自
動
車
架
装
事
業
者
）
八
社
が
広
範
な
サ
ー
ビ

ス
と
販
売
網
の
整
備
な
ど
を
目
的
に
設
立
。

組
合
事
業
の
核
は
、
組
合
員
の
取
り
扱
う
自
動

車
関
連
部
品
の
共
同
生
産
。
組
合
で
は
、
組
合
員

が
必
要
と
す
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
内
装
用
部
品
を
、

自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
協
力
工
場
に
生
産
委
託
。
利

用
量
の
拡
大
に
よ
り
、
生
産
原
価
の
引
下
げ
に
大

き
く
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
豊
富
な
パ
ー
ツ
の
取

り
揃
え
や
き
め
細
か
な
顧
客
ニ
ー
ズ
を
通
じ
販
路

拡
大
を
図
る
。

“

”

■所在地：浜松市 ■組合員：８人 ■出資金：１,６００千円
■理事長：高瀬裕之 ■設立認可日：平成２１年４月２２日
■認可行政庁：関東経済産業局･警察庁
■主な事業：共同生産、共同購入、共同宣伝

21年度全新設組合

積
極
的
な
設
備
投
資
で
活
路
を
拓
く

共
同
事
業
を
通
じ
、

コ
ス
ト
削
減
や
事
業
の
効
率
化
図
る

プロフィール PROFILE

※設立認可順。内容は認可時点のものです。
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5 中小企業静岡 2010.5

組合活性化情報

■所在地：伊豆市 ■組合員：１０１人 ■出資金：１,０００千円
■理事長：飯田文秀 ■設立認可日：平成２１年７月１３日
■認可行政庁：静岡県
■主な事業：共同購入、共同宣伝、観光関連施設の運営管理

■所在地：富士宮市 ■組合員：５人 ■出資金：１,０００千円
■理事長：小林智明 ■設立認可日：平成２１年８月２６日
■認可行政庁：富士宮市
■主な事業：共同購入、共同宣伝、共同点検、業者の斡旋

駿
河
テ
ク
ノ
協
同
組
合

組
合
員
は
、富
士
宮
市
・
富
士
市
で
空
調
機
器
や

自
動
車
部
品
な
ど
の
金
属
製
品
製
造
を
行
う
五
社
。

か
つ
て
は
、
富
士
市
の
大
手
電
化
製
品
メ
ー
カ

ー
の
協
力
業
者
で
組
織
す
る
組
合
の
メ
ン
バ
ー
と

し
て
と
も
に
活
動
し
て
き
た
。

組
合
解
散
後
も
任
意
グ
ル
ー
プ
を
組
織
し
、
情

報
交
換
を
活
発
に
行
っ
て
き
た
が
、
長
引
く
景
気

低
迷
に
よ
り
、
各
社
と
も
売
上
が
減
少
。
取
引
先

か
ら
提
示
さ
れ
る
取
引
価
格
も
大
き
く
下
落
す
る

な
ど
、
厳
し
い
状
況
に
あ
る
中
、
コ
ス
ト
削
減
な

ど
を
図
る
た
め
に
法
人
化
し
た
。

組
合
で
は
、
組
合
員
の
事
業
に
必
要
な
備
品
や

消
耗
品
な
ど
を
一
括
購
入
。
安
価
で
供
給
す
る
こ

と
で
大
幅
な
コ
ス
ト
削
減
を
図
り
た
い
考
え
。

さ
ら
に
、
組
合
員
の
プ
レ
ス
機
械
な
ど
の
定
期

点
検
を
組
合
が
窓
口
と
な
り
、
専
門
業
者
に
斡
旋

す
る
な
ど
、
組
合
員
の
経
営
健
全
化
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
く
。

土
肥
温
泉
観
光
協
同
組
合

温
泉
観
光
地
と
し
て
発
展
し
て
き
た
伊
豆
市
土

肥
地
区
。
だ
が
、
平
成
三
年
を
ピ
ー
ク
に
宿
泊
客

数
は
減
少
し
、
消
費
単
価
の
下
落
や
観
光
入
込
み

客
数
の
落
ち
込
み
に
も
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
。

一
方
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
装
着
車
の
高
速
道
路
料
金
割
引

や
静
岡
空
港
開
港
な
ど
、
観
光
客
誘
致
へ
の

追

い
風

も
吹
い
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
温
泉
旅
館
や
飲
食
サ
ー
ビ
ス
、

小
売
、
娯
楽
業
な
ど
、
土
肥
地
区
で
観
光
産
業
に

携
る
一
〇
一
人
が
大
同
団
結
。

新
聞
・
雑
誌
へ
の
広
告
掲
載
や
首
都
圏
で
の
観

光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
、
幅
広
く
共
同
宣
伝
事
業

を
展
開
し
、
土
肥
の
魅
力
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
。
誘

客
力
の
向
上
に
つ
な
げ
る
。
さ
ら
に
、
海
水
浴
場

の
休
憩
施
設
や
温
泉
プ
ー
ル
、
船
に
温
泉
を
張
っ

た

土
肥
温
泉
丸

な
ど
観
光
関
連
施
設
の
運
営

管
理
も
手
が
け
、
利
用
客
が
快
適
に
楽
し
め
る
環

境
づ
く
り
に
寄
与
し
て
い
く
。

“

”
“

”

■所在地：静岡市 ■組合員：６９人 ■出資金：６,９００千円
■理事長：長谷川総一 ■設立認可日：平成２１年９月１日
■認可行政庁：静岡市
■主な事業：共同宣伝、調査･研究、団体協約締結、市場

開拓･販売促進

協
同
組
合
静
岡
専
門
店
会

前
身
は
、
昭
和
九
年
、
静
岡
市
内
の
小
売
商
業

者
に
よ
り
発
足
し
た
任
意
組
織
。
昭
和
二
四
年
に

協
同
組
合
に
移
行
し
て
以
来
、
小
売
業
の
合
理
化

や
近
代
化
の
推
進
、
新
し
い
時
代
の
商
道
の
確
立

を
旗
印
に
静
岡
市
の
商
業
界
の
リ
ー
ダ
ー
的
役
割

を
担
っ
て
き
た
が
、
時
代
の
大
き
な
流
れ
の
中
、

平
成
二
一
年
一
二
月
を
も
ち
、
株
式
会
社
へ
と
組

織
変
更
し
た
。
こ
の
た
め
、
協
同
組
合
の
精
神
に

基
づ
い
た
共
同
事
業
を
行
お
う
と
旧
協
同
組
合
の

メ
ン
バ
ー
が
立
ち
上
げ
た
。

組
合
員
の
取
扱
商
品
の
販
路
拡
大
を
図
る
た
め

の
共
同
宣
伝
事
業
を
は
じ
め
、業
界
や
金
融
、施

策
、関
連
法
令
、消
費
者
・
地
域
社
会
の
動
向
な
ど

幅
広
い
経
営
情
報
の
調
査
・
研
究
事
業
、
市
場
開

拓
・
販
売
促
進
事
業
を
展
開
。情
報
の
共
同
発
信
や

組
織
に
よ
る
対
外
交
渉
力
の
強
化
を
通
じ
、活
気

あ
る
街
づ
く
り
や
地
域
の
魅
力
あ
る
小
売
店
づ
く

り
に
寄
与
し
て
い
く
。
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6中小企業静岡 2010.5

■所在地：沼津市 ■組合員：４５人 ■出資金：２,２１０千円
■理事長：松田和孝 ■設立認可日：平成２１年９月１７日
■認可行政庁：沼津市
■主な事業：共同購入、共同宣伝、販売促進

■所在地：静岡市 ■組合員：４人 ■出資金：１,０００千円
■理事長：白井　弘 ■設立認可日：平成２１年９月３０日
■認可行政庁：静岡市
■主な事業：冷熱設備の設計施工及びメンテナンス

企
業
組
合
エ
コ
プ
ラ
ン

組
合
員
四
人
は
、い
ず
れ
も
空
調
設
備
や
冷
凍
冷

蔵
設
備
な
ど
の
冷
熱
設
備
業
務
に
長
年
従
事
し
、

冷
熱
設
備
に
関
す
る
高
い
技
術
を
も
つ
。

空
調
設
備
工
事
業
界
は
、
企
業
業
績
の
悪
化
に

伴
う
工
場
等
の
新
設
件
数
の
減
少
や
環
境
問
題
へ

の
対
応
な
ど
課
題
を
抱
え
る
一
方
、
循
環
型
社
会

構
築
へ
の
貢
献
や
快
適
な
環
境
空
間
を
提
供
す
る

業
種
と
し
て
、
今
後
も
継
続
し
た
需
要
が
見
込
ま

れ
る
。

組
合
で
は
、
組
合
員
が
こ
れ
ま
で
長
年
に
わ
た

り
蓄
積
し
た
冷
熱
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
豊
富
な
知

識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
、
専
門
的
技
術
、
さ
ら
に
は
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
、
エ
ア
コ
ン
や
冷
温
水
発
生

器
、
冷
凍
冷
蔵
庫
、
フ
リ
ー
ザ
ー
な
ど
各
種
冷
熱

設
備
の
設
計
施
工
か
ら
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
至
る
ま

で
一
貫
し
た
提
案
型
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。
企
業
の

作
業
環
境
の
改
善
や
生
産
性
の
向
上
、
合
理
化
に

貢
献
す
る
。

協
同
組
合
沼
津
専
門
店
会

母
体
は
、昭
和
二
六
年
一
〇
月
設
立
の
協
同
組

合
。六
〇
年
近
く
に
わ
た
り
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
や
商
品
券
の
発
行
、事
務
代
行
事
業
、金
融
事
業

な
ど
を
展
開
し
、沼
津
地
域
の
中
小
商
業
・
サ
ー
ビ

ス
業
者
の
経
営
改
善
・
強
化
に
貢
献
し
て
き
た
。

し
か
し
、
関
係
法
令
の
改
定
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
業
界
を
取
り
巻
く
情
勢
の
急
激
な
変
化
に
伴

い
、
迅
速
で
柔
軟
な
対
応
や
収
益
性
を
重
視
す
る

必
要
に
迫
ら
れ
、
協
組
は
二
一
年
七
月
に
株
式
会

社
化
し
た
。

こ
の
た
め
、
個
店
の
経
営
力
強
化
や
地
域
商
業

の
活
性
化
を
目
指
す
従
来
の
組
合
理
念
を
引
き
継

ご
う
と
、沼
津
市
の
旧
組
合
の
組
合
員
を
中
心
に
、

伊
東
市
や
駿
東
郡
の
商
業
者
も
加
わ
り
、
新
た
に

協
同
組
合
を
立
ち
上
げ
た
。

組
合
で
は
、
共
同
購
入
や
共
同
宣
伝
、
販
売
促

進
事
業
な
ど
を
通
じ
、
組
合
員
の
販
売
活
動
を
側

面
か
ら
積
極
的
に
支
援
す
る
。

■所在地：富士市 ■組合員：７人 ■出資金：５００千円
■理事長：常田恵子 ■設立認可日：平成２１年９月７日
■認可行政庁：富士市
■主な事業：共同受注

ガ
イ
ド
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
小
花
協
同
組
合

規
制
緩
和
に
よ
っ
て
バ
ス
の
ワ
ン
マ
ン
運
行
が

可
能
と
な
り
、
バ
ス
会
社
が
専
属
ガ
イ
ド
の
常
時

雇
用
を
見
直
し
始
め
る
な
ど
、
バ
ス
ガ
イ
ド
を
取

り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
。

こ
う
し
た
中
、
県
東
部
地
域
在
住
の
三
〇
代
か

ら
六
〇
代
の
フ
リ
ー
の
バ
ス
ガ
イ
ド
七
人
が
、
業

務
の
安
定
確
保
を
目
指
し
、
窓
口
の
一
本
化
を
図

る
た
め
、
法
人
化
に
踏
み
切
っ
た
。

七
人
は
、
富
士
市
内
の
同
じ
バ
ス
会
社
の
専
属

ガ
イ
ド
と
し
て
長
年
勤
務
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情

に
よ
り
時
期
を
前
後
し
て
バ
ス
会
社
を
退
職
し
た

元
同
僚
同
士
。

組
合
で
は
、
複
数
の
バ
ス
会
社
と
業
務
請
負
契

約
を
締
結
し
、
バ
ス
会
社
と
組
合
員
の
調
整
を
図

り
な
が
ら
ガ
イ
ド
業
務
を
配
分
。
組
合
員
の
豊
富

な
知
識
や
技
術
を
集
約
し
、
利
用
者
や
バ
ス
会
社

の
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
質
の
高
い
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。
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7 中小企業静岡 2010.5

■所在地：静岡市 ■組合員：１０人 ■出資金：１,０００千円
■理事長：時森優子 ■設立認可日：平成２１年１０月９日
■認可行政庁：静岡市
■主な事業：事務の合理化、共同購買、調査･研究、共同

労務管理

■所在地：沼津市 ■組合員：５３人 ■出資金：１,０６０千円
■理事長：後藤義男 ■設立認可日：平成２１年１０月２９日
■認可行政庁：沼津市
■主な事業：共同宣伝、販売促進、共同警備

■所在地：静岡市 ■組合員：４人 ■出資金：１,０００千円
■理事長：大滝淳治 ■設立認可日：平成２２年１月２１日
■認可行政庁：静岡市
■主な事業：旅行商品素材の企画制作、共同販売、市場

開拓、共同宣伝

組合活性化情報

静
岡
国
際
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
協
同
組
合

富
士
山
静
岡
空
港
開
港
に
よ
り
、
静
岡
を
訪
れ

る
外
国
人
の
大
き
な
増
加
が
予
想
さ
れ
る
中
、
海

外
の
学
生
を
対
象
に
し
た
訪
日
教
育
旅
行
の
企
画

や
一
般
の
観
光
旅
行
商
品
の
開
発
を
目
指
し
、
静

岡
市
内
の
旅
行
業
者
と
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が

設
立
し
た
。

組
合
員
は
五
年
ほ
ど
前
か
ら
、上
海
の
大
学
な
ど

現
地
教
育
機
関
と
連
携
し
、
主
に
上
海
在
住
の
高

校
生
や
大
学
生
を
対
象
に

訪
日
教
育
旅
行

を

企
画
。約
六
〇
〇
人
の
学
生
を
受
け
入
れ
て
き
た
。

組
合
で
は
、
こ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、

日

本
学
生
と
の
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

や

日
本
文
化

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
企
画
制
作
し
、
旅
行
業
者

に
販
売
す
る
。

ま
た
、
訪
日
教
育
旅
行
の
受
け
入
れ
先
と
な
る

国
内
の
高
校
や
大
学
、
派
遣
元
と
な
る
海
外
教
育

機
関
双
方
の
開
拓
を
進
め
る
な
ど
、
ニ
ー
ズ
に
合

っ
た
企
画
の
開
発
を
進
め
て
い
く
。

“

”

“

” “

”

ぬ
ま
づ
み
な
と
商
店
街
協
同
組
合

沼
津
港
の
東
側
に
位
置
す
る
沼
津
港
漁
港
地
区

は
、
沼
津
港
で
水
揚
げ
さ
れ
た
新
鮮
な
魚
介
類
を

食
材
と
す
る
飲
食
店
や
土
産
物
店
が
軒
を
連
ね
、

多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
う
商
業
集
積
で
あ
る
。

そ
の
商
業
者
ら
が
任
意
組
織
を
立
ち
上
げ
た
の

は
平
成
一
〇
年
。
一
〇
年
以
上
に
わ
た
り
、
共
同

宣
伝
や
水
産
祭
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
事
業
を
活
発

に
展
開
し
、
港
湾
地
区
の
Ｐ
Ｒ
、
各
店
舗
へ
の
集

客
に
努
め
て
き
た
が
、
さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
事
業

活
動
を
行
う
た
め
、
法
人
化
し
た
。

商
店
街
の
知
名
度
向
上
の
た
め
、組
合
員
店
舗

を
紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
や
新
宿
か
ら
の

高
速
バ
ス
利
用
者
に
対
す
る
同
商
店
街
内
で
使
用

で
き
る
割
引
チ
ケ
ッ
ト
の
発
行
な
ど
、
共
同
宣

伝
・
販
売
促
進
事
業
を
実
施
。さ
ら
に
は
年
末
年
始

な
ど
の
繁
忙
期
に
警
備
会
社
と
契
約
し
、共
同
で

駐
車
場
の
警
備
を
行
う
な
ど
、組
織
化
の
メ
リ
ッ

ト
を
十
分
に
活
か
し
た
事
業
を
展
開
す
る
。

協
同
組
合
し
ず
お
か
訪
友
会

経
営
規
模
が
小
さ
い
多
く
の
訪
問
介
護
事
業
所

は
、
経
営
基
盤
が
脆
弱
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
人

材
の
定
着
や
育
成
に
も
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

そ
こ
で
、
静
岡
市
な
ど
で
訪
問
介
護
事
業
を
展

開
す
る
一
〇
社
が
連
携
し
、
労
働
環
境
の
改
善
や

経
営
の
安
定
化
な
ど
、
共
通
課
題
の
解
消
の
た
め

に
組
織
化
し
た
。

組
合
員
が
そ
れ
ぞ
れ
作
成
し
て
い
た
訪
問
介
護

サ
ー
ビ
ス
記
録
な
ど
の
各
種
書
類
を
、組
合
で
共

通
化
。事
務
処
理
の
効
率
化
を
図
る
。

さ
ら
に
衛
生
用
品
や
事
務
用
品
な
ど
の
共
同
購

入
、
組
合
員
事
業
所
で
働
く
職
員
の
労
働
条
件
、

教
育
訓
練
の
共
同
化
、
共
同
求
人
な
ど
共
同
労
務

管
理
、
ヘ
ル
パ
ー
や
介
護
職
員
に
対
す
る
共
同
研

修
な
ど
幅
広
く
共
同
事
業
を
実
施
。

事
業
所
運
営
の
合
理
化
、
経
営
の
改
善
、
人
材

育
成
の
向
上
、
労
働
環
境
の
改
善
に
大
き
く
寄
与

し
て
い
く
考
え
だ
。
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■所在地：富士宮市 ■組合員：６人 ■出資金：６,０００千円
■理事長：簑　功 ■設立認可日：平成２２年２月８日
■認可行政庁：富士宮市
■主な事業：共同施設の設置及び管理、機械器具の貸与、

共同購買、共同販売

■所在地：焼津市 ■組合員：１２人 ■出資金：６００千円
■理事長： ■設立認可日：平成２２年３月２４日
■認可行政庁：焼津市
■主な事業：共同購入、斡旋業務及び事務代行、金融事業

■所在地：浜松市 ■組合員：４人 ■出資金：２,０００千円
■理事長： ■設立認可日：平成２２年３月３０日
■認可行政庁：浜松市
■主な事業：建物の設置及び管理、共同受注、共同宣伝

組合活性化情報

Ｂ
Ｂ
Ｆ
協
同
組
合

近
年
、
旧
車
（
製
造
終
了
と
な
っ
た
車
輛
）
を

レ
ス
ト
ア
（
復
元
す
る
）
し
て
楽
し
む
愛
好
家
が

増
え
て
い
る
。
レ
ス
ト
ア
を
行
う
た
め
に
は
、
部

品
集
め
や
整
備
書
・
カ
タ
ロ
グ
な
ど
の
資
料
収
集
、

構
造
・
考
証
な
ど
に
至
る
幅
広
い
知
識
と
と
も
に
、

作
業
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
が
求
め
ら
れ
る
。

当
組
合
は
、
こ
れ
ら
課
題
に
共
同
で
対
応
し
よ

う
と
、
浜
松
市
内
で
自
動
車
整
備
に
携
る
四
社
が

立
ち
上
げ
た
。
組
合
で
は
、
共
同
作
業
場
と
し
て
、

鉄
骨
四
階
建
て
延
べ
床
面
積
約
三，
六
〇
〇g

の

中
古
物
件
を
取
得
。

車
体
修
理
業
者
や
ユ
ー
ザ
ー
等
か
ら
レ
ス
ト
ア

業
務
を
受
け
た
組
合
は
、
部
品
加
工
、
鍍
金
・
溶

接
・
塗
装
、
ホ
イ
ー
ル
の
研
磨
や
鍍
金
な
ど
の
品

目
ご
と
に
組
合
員
に
配
分
。
共
同
作
業
場
内
で
各

組
合
員
が
持
つ
得
意
分
野
の
技
術
を
相
互
に
出
し

合
い
、
連
携
す
る
こ
と
で
納
期
の
短
縮
化
や
相
乗

作
用
に
よ
る
新
規
顧
客
の
獲
得
を
図
っ
て
い
く
。

静
岡
か
つ
お
・
ま
ぐ
ろ
協
同
組
合

組
合
員
は
、
半
世
紀
以
上
前
か
ら
、
遠
洋
漁
業

基
地

焼
津

を
支
え
て
き
た
カ
ツ
オ
や
マ
グ
ロ

の
遠
洋
漁
業
者
。
い
ず
れ
も
静
岡
県
鰹
鮪
漁
業
協

同
組
合
の
組
合
員
と
し
て
長
年
の
活
動
実
績
を
も

ち
、
四
年
前
に
同
組
織
が
解
散
し
た
後
も

静
岡

か
つ
お
・
ま
ぐ
ろ
漁
業
者
協
会

を
立
ち
上
げ
、

活
動
を
続
け
て
き
た
。

し
か
し
、
年
を
追
う
ご
と
に
厳
し
さ
を
増
す
漁

業
環
境
を
乗
り
切
る
た
め
に
は
、
漁
業
経
営
に
結

び
つ
く
経
済
事
業
や
漁
船
の
安
全
操
業
に
必
要
な

指
導
事
業
、
さ
ら
に
は
関
係
機
関
と
の
交
渉
を
積

極
的
に
実
施
で
き
る
組
織
体
制
が
不
可
欠
と
判

断
。
法
人
化
に
踏
み
切
っ
た
。

組
合
員
が
必
要
と
す
る
漁
船
用
燃
油
の
共
同
購

入
、
漁
船
保
険
の
斡
旋
業
務
や
事
務
代
行
、
漁
船

の
安
全
操
業
に
必
要
な
各
種
講
習
会
の
開
催
、
さ

ら
に
関
係
機
関
と
協
調
し
た
団
体
交
渉
事
業
な

ど
、組
合
員
事
業
に
直
結
し
た
事
業
を
展
開
す
る
。

“

”

“

”

あ
さ
ぎ
り
フ
ー
ド
パ
ー
ク
協
同
組
合

富
士
山
と
豊
富
な
水
に
育
ま
れ
た
食
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
す
富
士
宮
市
。
フ
ー
ド
バ
レ
ー

構
想
を
掲
げ
、
地
域
食
材
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
食
と

農
の
人
材
育
成
に
力
を
注
ぎ
、
食
の
ま
ち
と
し
て

の
環
境
を
整
え
て
い
る
。

こ
の
構
想
の
一
端
を
担
う
べ
く
、
富
士
宮
の
特

産
品
を
扱
う
（
協
）富
士
山
特
産
品
振
興
会
の
メ

ン
バ
ー
六
人
が
、
道
の
駅

朝
霧
高
原

に
隣
接

す
る
約
四
九，
五
〇
〇g
を
確
保
。
高
度
化
資
金

を
活
用
し
、
食
品
団
地
を
建
設
す
る
。
総
投
資
額

は
約
一
三
億
八，
八
〇
〇
万
円
を
見
込
み
、
平
成

二
四
年
四
月
の
オ
ー
プ
ン
を
予
定
す
る
。

作
り
手
の
顔
の
見
え
る
安
全
な
商
品
づ
く
り
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
製
造
工
程
を
見
学
で
き

る

見
せ
る
食
品
団
地

を
目
指
し
、
個
々
の
商

品
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、多
目
的
広
場
や

共
同
販
売
所
の
設
置
も
検
討
。富
士
山
・
朝
霧
ブ

ラ
ン
ド
の
発
信
拠
点
と
し
て
の
期
待
も
大
き
い
。

“

”

“

”
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Business Report 組合の動き 

木
の
良
さ
を
知
ろ
う

植
林
体
験
ツ
ア
ー
を
開
催

天
竜
Ｔ．
Ｓ．
ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
協
同
組
合

製
材
業
者
ら
で
組
織
す
る
天
竜
Ｔ．

Ｓ．
ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
協
同
組
合（
森
下
幸

司
理
事
長
）で
は
、
三
月
二
七
日
、
天
竜

植
林
体
験
ツ
ア
ー

を
行
っ
た
。

同
ツ
ア
ー
は
、
も
っ
と
木
の
こ
と
を
知

っ
て
も
ら
お
う
と
毎
年
こ
の
時
期
に
開
催

し
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
三
回
目
の
開

催
。
県
内
を
は
じ
め
、
東
京
や
埼
玉
、
山

口
な
ど
全
国
各
地
か
ら
、
親
子
連
れ
や
工

務
店
関
係
者
な
ど
二
五
人
が
参
加
し
た
。

参
加
者
は
、
同
区
龍
山
町
瀬
尻
地
区

の
秋
葉
ダ
ム
湖
を
見
下
ろ
す
ス
ギ
、
ヒ

ノ
キ
の
民
有
林
で
、
組
合
員
ら
に
手
ほ

ど
き
さ
れ
な
が
ら
、
小
楢
の
木
（
ど
ん

ぐ
り
）
の
苗
木
二
五
〇
本
を
一
本
ず
つ

丁
寧
に
植
え
た
。

植
林
体
験
の
あ
と
、
参
加
者
は
同
組

“

”

合
の
製
材
工
場
を
見
学
。
枝
葉
か
ら
水

分
を
飛
ば
す

葉
枯
ら
し

天
然
乾
燥
や

一
本
一
本
の
伐
採
時
期
を
明
確
に
す
る

生
産
履
歴
情
報
（
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
）

シ
ス
テ
ム
な
ど
、
製
造
工
程
の
説
明
を

受
け
た
。

組
合
で
は
、

「
家
を
建
て
る
の
に
欠
か
せ
な
い
木
が

ど
こ
に
植
え
ら
れ
、
ど
の
よ
う
な
工
程
を

経
て
材
木
に
な
る
の
か
を
、
知
っ
て
も
ら

う
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
」と
期
待
を
寄
せ

て
い
る
。

“

”

未
来
の
建
設
業
を
担
う
若
者
が
入
校

静
岡
県
建
設
学
院
・
静
岡
県
重
機
建
設
業
工
業
組
合

職
業
訓
練
法
人
静
岡
県
建
設
業
能
力

開
発
協
会
・
静
岡
県
建
設
学
院
（
梅
原

秀
夫
会
長
）
の
土
木
施
工
科
の
入
校
式

が
四
月
七
日
、
藤
枝
市
の
同
学
院
で
行

わ
れ
、
訓
練
生
一
〇
人
が
入
校
し
た
。

は
じ
め
に
衣
川
克
郎
校
長
は
、

「
建
設
業
を

カ
ッ
コ
よ
く

す
る
た

め
、
明
る
く
、
楽
し
く
、
健
康
に
留
意

し
て
一
年
間
学
ん
で
欲
し
い
」
と
あ
い

さ
つ
。

続
い
て
梅
原
秀
夫
会
長
は
、

「
い
ま
建
設
業
は
、
農
業
や
林
業
、
さ

ら
に
は
福
祉
な
ど
幅
広
い
分
野
に
進
出

し
、
生
き
残
り
を
か
け
て
い
る
。
皆
さ
ん

の
や
る
気
と
工
夫
次
第
で
明
る
い
未
来

を
拓
く
こ
と
が
で
き
る
」
と
激
励
し
た
。

一
〇
人
の
訓
練
生
は
、
技
能
の
習
得

や
資
格
の
取
得
へ
の
抱
負
を
力
強
く
述

べ
た
。

同
訓
練
法
人
は
、
現
場
中
堅
技
能
者

の
養
成
を
目
的
に
昭
和
五
四
年
に
設
立
。

県
重
機
建
設
業
工
業
組
合
と
の
連
携
の

も
と
運
営
さ
れ
て
い
る
。

訓
練
生
は
、
四
月
か
ら
半
年
間
、
同

学
院
で
学
科
と
実
技
訓
練
を
受
講
。
後

半
は
派
遣
事
業
所
で
の
現
場
実
習
を
通

“

”

じ
、
二
〇
を
超
え
る
資
格
の
取
得
が
可

能
だ
。

事
務
局
を
担
当
す
る
県
重
機
建
設
業

工
組
の
山
川
安
豊
専
務
理
事
は
、

「
長
引
く
景
気
低
迷
の
影
響
か
ら
、
入

校
者
数
は
平
成
一
三
年
以
降
、
ヒ
ト
ケ

タ
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
が
、
今
年
度
一

〇
年
ぶ
り
に
一
〇
人
の
訓
練
生
を
得
た
。

興
味
の
あ
る
方
や
事
業
所
は
ぜ
ひ
連
絡

頂
き
た
い
」
と
話
し
た
。

ss

秋
葉
ダ
ム
湖
を
見
下
ろ
す
急
斜
面
に
植
林
す
る
参
加
者

s
18
歳
か
ら
28
歳
ま
で
10
人
が
入
校
。

あ
い
さ
つ
す
る
梅
原
会
長
（
写
真
右
）
と
衣
川
校
長
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”
落
ち
な
い
大
石
“
安
全
祈
願
祭

寸
又
峡
美
女
づ
く
り
の
湯
観
光
事
業
協
同
組
合

新
た
な
逸
品
が
仲
間
入
り

ネ
ッ
ト
通
販
も
ス
タ
ー
ト

商
店
街
振
興
組
合
静
岡
呉
服
町
名
店
街

寸
又
峡
美
女
づ
く
り
の
湯
観
光
事
業

協
同
組
合
（
望
月
孝
之
理
事
長
）
で
は
、

三
月
二
一
日
、

天
狗
の
落
ち
な
い
大

石
合
格
安
全
祈
願
祭

と

春
を
呼
ぶ
天

狗
祭
り

を
行
っ
た
。

同
温
泉
郷
の
外
森
神
社
参
道
に
あ

る

落
ち
な
い
大
石

は
、
天
狗
が
登
っ

た
と
さ
れ
、
数
百
年
間
に
わ
た
り
断
崖

か
ら
落
ち
る
こ
と
な
く
、
と
ど
ま
っ
て

い
る
、
と
い
う
。
現
在
は
、
高
校
・
大

学
な
ど
の
受
験
生
や
各
種
試
験
の
受
験

者
、
さ
ら
に
高
所
で
作
業
す
る
と
び
職

や
塗
装
工
、
大
工
ら

落
ち
て
は
な
ら

”
“

”

“

”

“
”

な
い
人
々

の
守
り
神
と
し
て
参
拝
者

が
絶
え
な
い
観
光
資
源
の
ひ
と
つ
。

組
合
で
は
、
中
部
電
力
㈱
な
ど
と
協

力
し
、
昨
年
か
ら
大
石
の
説
明
看
板
や

案
内
板
の
設
置
、
参
道
整
備
を
進
め
て

き
た
。

祈
願
祭
に
は
、
組
合
員
や
地
元
の
商

工
観
光
関
係
者
ら
約
七
〇
人
が
出
席
。

新
た
な
絵
馬
掛
け
を
設
置
し
た
ほ
か
、

地
域
振
興
や
観
光
客
ら
の
安
全
祈
願
の

神
事
を
行
っ
た
。

ま
た
、
温
泉
街
の
中
心
部
で
は
、
春

を
呼
ぶ
天
狗
祭
り

も
行
わ
れ
、
天
狗

と
山
伏
が
温
泉
街
を
練
り
歩
く

湯
か

け
行
列

や
寸
又
神
楽
の
披
露
、
地
域

に
古
く
か
ら
伝
わ
る
民
話
の
語
り
聞
か

“

”

“

”

“

組
合
員
店
舗
の
こ
だ
わ
り
の
商
品
や

特
色
あ
る
サ
ー
ビ
ス
を
広
く
ア
ピ
ー
ル

し
よ
う
と

一
店
逸
品
運
動

に
取
組

む
商
店
街
振
興
組
合
静
岡
呉
服
町
名
店

街
（
川
辺
哲
理
事
長
）
で
は
、
こ
の
ほ

ど
新
た
な
逸
品
を
発
表
し
た
。

逸
品
の
仲
間
入
り
し
た
の
は
、
バ
ッ

グ
専
門
店
Ｂ
Ｃ
Ｒ
Ｏ
Ｐ
の

セ
レ
ク
ト

ポ
シ
ェ
ッ
ト

。
サ
イ
ズ
の
異
な
る
三

種
類
の
牛
革
ポ
シ
ェ
ッ
ト
と
革
ベ
ル
ト

を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
用
途
が
広
が

る
。
カ
ラ
ー
は
黒
や
ラ
イ
ム
グ
リ
ー
ン

な
ど
六
色
、
ベ
ル
ト
は
ロ
ン
グ
・
セ
ミ

ロ
ン
グ
・
ス
ト
ラ
ッ
プ
の
三
タ
イ
プ
を

用
意
し
た
。

価
格
は
、
大
・
中
・
小
の
ポ
ー
チ
三

点
と
ロ
ン
グ
シ
ョ
ル
ダ
ー
で
一
八，
九
〇

〇
円
。
単
品
で
は
（
大
）
が
六，
八
二
五

円
、（
中
）
が
六，
三
〇
〇
円
、（
小
）
が

五，
七
七
五
円
（
い
ず
れ
も
税
込
価
格
）。

組
合
で
は
、
こ
れ
ら
自
慢
の
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
を
地
図
付
で
紹
介
す
る
「
逸

品
カ
タ
ロ
グ
」
の
最
新
版
も
県
中
部
・

“

”
“

”

東
部
地
区
に
約
五
〇
万
部
配
布
。

さ
ら
に
三
月
か
ら
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
を
活
用
し
た
ネ
ッ
ト
通

販
に
も
乗
り
出
す
な
ど
、
逸
品
を
前
面

に
出
し
、
呉
服
町
商
店
街
の
魅
力
を
全

国
に
積
極
的
に
発
信
し
て
い
く
考
え
だ
。

組
合
Ｈ
Ｐ

http://w
w
w
.gofukucho.or.jp/

組合活性化情報

繰
り
広
げ
ら
れ
、
訪
れ
た
観
光
客
ら
を

楽
し
ま
せ
た
。

▲サイズの異なるポシェットを
組み合わせれば用途が広がる

t

s
”落
ち
な
い
大
石
“
に
”天
狗
“
と
山
伏
が
安
全
祈
願

せ
、
郷
土
芸
能
で
あ
る
赤
石
太
鼓
の
演

奏
な
ど
、
地
域
色
豊
か
な
イ
ベ
ン
ト
が

22年05月号_P01-11.qxd  10.4.30 15:19  ページ 11
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成
一
五
年
、
旧
大
井
川
町
の
商

業
・
サ
ー
ビ
ス
業
者
五
八
社
が
、

地
域
商
業
の
振
興
や
地
域
貢
献
を
目
的
に

設
立
し
た
組
合
の
理
事
長
を
務
め
三
年
目

を
迎
え
る
。

三
三
年
前
、
二
〇
代
半
ば
で
静
岡
市
か

ら
同
町
に
移
り
、
自
動
車
整
備
業
を
開
業

し
た
。

「
知
人
は
ゼ
ロ
。
で
も
不
安
は
全
く
な
か

っ
た
。
若
か
っ
た
ん
だ
ね
」。

設
立
か
ら
組
合
を
束
ね
て
き
た
先
代
理

事
長
が
体
調
を
崩
し
、
バ
ト
ン
を
受
け
た
。

「
裏
方
で
ト
ッ
プ
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る

ほ
う
が
、
性
に
あ
っ
て
い
る
ん
だ
け
ど
。

で
も
地
域
を
思
う
気
持
ち
は
、
人
一
倍
あ

る
つ
も
り
」
と
表
情
を
引
き
締
め
る
。

組
合
で
は
、
設
立
当
初
か
ら
手
が
け
る

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
や
商
品
券
の
発
行
に
加

え
、
四
年
前
か
ら
行
政
や
商
工
会
と
連
携

し
、
地
域
の
特
産
品
の
開
発
に
力
を
注
ぐ
。

そ
の
第
一
号
と
し
て
生
ま
れ
た
の
が
、

高
級
醤
油

う
め
え
ぞ
こ
れ
は

だ
。

「
町
内
産
の
小
麦
を
使
い
、
大
井
川
の
伏

流
水
で
仕
込
み
、
駿
河
湾
の
海
洋
深
層
水

を
ブ
レ
ン
ド
。
地
元
の
醤
油
組
合
の
協
力

を
得
て
誕
生
し
た
正
真
正
銘
の

大
井
川

ブ
ラ
ン
ド

。
濃
厚
な
味
と
豊
か
な
香
り
が

ウ
ケ
て
二
年
間
で
一
〇
万
本
以
上
を
売
る

大
ヒ
ッ
ト
と
な
り
ま
し
た
」
と
胸
を
張
る
。

う
め
え
ぞ
こ
れ
は

に
は
、
つ
ゆ
と
そ

う
め
ん
が
加
わ
っ
た
ほ
か
、
大
井
川
の
伏

流
水
を
地
下
深
く
か
ら
汲
み
上
げ
た

ほ

た
る
の
泉

や
醤
油
よ
う
か
ん
、
ク
ッ
キ

ー
な
ど
、
地
域
色
豊
か
な
商
品
が
続
々
と

“

”

“

”

“

” “

”

登
場
。
こ
れ
ら
に

大
井
川
の
恵

と
い

う
ブ
ラ
ン
ド
名
を
用
い
、
統
一
感
を
も
た

せ
た
。

経
営
す
る
自
動
整
備
工
場
の
事
務
所
に

も

大
井
川
の
恵

が
ず
ら
り
と
並
ぶ
。

「
意
外
と
ウ
チ
で
も
売
れ
る
ん
で
す
よ
」

と
笑
う
一
方
、「
良
い
も
の
は
で
き
た
。
で

も
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
ダ
メ
。
誰
に
、
何
を
、

ど
う
売
る
の
か
、
と
い
う
明
確
な
販
売
戦

略
が
必
要
と
な
る
」
と
先
を
見
据
え
る
。

そ
こ
で
昨
年
度
、
全
国
中
央
会
の
活
路

開
拓
事
業
の
助
成
を
受
け
、
静
岡
県
立
大

学
と
共
同
で
販
売
戦
略
の
研
究
を
行
っ
た
。

「
研
究
を
進
め
る
う
ち
に
、
い
き
な
り
全

国
に
発
信
す
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
は
地

元
の
支
持
を
得
る
こ
と
が
最
優
先
だ
と
、

改
め
て
気
づ
い
た
」
と
率
直
に
話
す
。

大
井
川
の
恵

を
も
っ
と
地
元
に
知
っ

て
も
ら
お
う
と
、
商
店
の
空
き
ス
ペ
ー
ス

を
利
用
し
た
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
三
店
舗

を
設
け
、
商
品
を
陳
列
し
た
。

「
地
域
の
人
々
が
気
軽
に
足
を
運
べ
る
よ

う
に
と
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
雑
談
が
で

き
る
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ま
し
た
。
店
先
で

お
客
様
の
顔
を
見
な
が
ら
親
し
く
会
話
す

る
対
面
販
売
は
商
い
の
原
点
。
こ
れ
を
き

っ
か
け
に
地
域
の
店
舗
に
少
し
で
も
客
足

が
戻
れ
ば
」
と
思
い
は
熱
い
。

コ
ン
サ
ー
ト
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
な
ど
の

大
道
具
づ
く
り
か
ら
舞
台
監
督
ま
で
務
め

る
本
格
派
。
普
段
笑
み
を
絶
や
さ
な
い
表

情
が
、
舞
台
に
上
る
と
一
変
す
る
。

「
全
て

手
弁
当

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。

だ
か
ら
こ
そ
真
剣
に
な
れ
る
ん
で
す
」。

“

”

“

”

“

”

“

”

クローズアップインタビュー

おおいがわAkindo事業協同組合

山村康夫理事長

地域に愛される特産品を
組合束ね
販路拡大に自信

組合活性化情報

平
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平成22年度

税制改正のあらまし
［中小企業関係税制］

平
成
二
二
年
度
の
中
小
企
業
関
連
の
税
制
改
正
は
、
中

小
企
業
を
中
心
と
す
る
設
備
投
資
の
促
進
、
少
額
減
価

償
却
資
産
の
特
例
の
延
長
、
個
人
事
業
主
の
共
同
経
営

者
の
小
規
模
企
業
共
済
制
度
へ
の
加
入
、
中
小
企
業
倒

産
防
止
共
済
制
度
の
拡
充
、
中
小
企
業
の
事
業
再
生
に

伴
う
登
録
免
許
税
の
軽
減
措
置
の
延
長
、
交
際
費
の
損

金
算
入
特
例
の
延
長
な
ど
、
地
域
経
済
や
雇
用
を
支
え

る
中
小
企
業
へ
の
支
援
を
盛
り
込
ん
だ
内
容
と
な
っ
た
。

ト
ピ
ッ
ク
ス
で
は
、
新
年
度
の
中
小
企
業
関
係
税
制

の
あ
ら
ま
し
を
紹
介
す
る
。

［ トピックス ］ 

資料提供：中小企業庁

中小企業投資促進税制（法人税・所得税） 延長

改正概要

制度概要

○中小企業者等が一定の設備投資やIT投資等を行った場合に、税額控除（7％）又は特別償却
（30％）の選択適用を認める措置について将来的に対象設備の見直しを行うことを前提に、現
行制度のまま2年間延長する。（平成23年度末まで）

現行制度のまま2年間延長。（平成23年度末まで）
【創設年度：H10年　減収額：1320億円（H22年度経済産業省試算）】

対　象　者 

対 象 事 業 

対象設備等 

措 置 内 容 

適 用 期 限 

・資本金1億円以下の法人 
・農業協同組合等 
・従業員数1,000人以下の個人の事業所得者 

・製造業、建設業 （→法定事業） 
・農業、林業、漁業、水産養殖業、鉱業、卸売業、道路貨物運送業、倉庫業、港湾運送
業、ガス業 （→政令指定事業） 
・小売業、料理店業その他の飲食店業 （料亭、バー、ナイトクラブその他これらに類する
事業を除く）、一般旅客自動車運送業、海洋運輸業及び沿海運輸業、内航船舶貸渡
業、旅行業、こん包業、郵便業、通信業、損害保険代理業、サービス業（物品賃貸業
及び娯楽業（映画業を除く）を除く） （→省令指定事業） 

・機械及び装置のすべて【1台・1式で160万円以上】 
・一定の器具及び備品 （電子計算機、デジタル複合機）【年合計で120万円以上】 
・一定のソフトウェア【年合計で70万円以上】 
・普通貨物自動車 （車両総重量3.5トン以上） 
・内航船舶 （取得価額の75%が対象） 

・取得価額の30%特別償却又は7%税額控除の選択適用 
 （税額控除については、当該事業年度の税額の20%を上限。特別償却不足額、超過
税額控除額は、翌事業年度への繰越しが可能。） 

・平成10年6月1日から平成24年3月31日（今回改正により延長）までの期間内に、
取得又は製作し、事業の用に供するもの 

※青色申告者であることが必要。 
 

 

※風営法2条5項に規定する性風俗関
連特殊営業に該当するもの除く。 

 
 
 
 
 
 
※【　】内の金額は最低取得価額の
要件。 
 
※中古資産は対象外。 

 

※資本金3千万円超の法人は税額
控除の適用対象外。 

22年05月号_P12-24  10.4.30 15:51  ページ 14
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T O IP C S

中小企業者等の少額減価償却資産の取得価額の損金算入の特例（法人税・所得税） 延長

○中小企業者が30万円未満の減価償却資産を取得した場合、当該減価償却資産の合計額300万円を限度と
して、全額損金算入（即時償却）を認める制度。
○中小企業者においては経理面での人員が僅少のため償却資産の管理負担や納税等の事務負担が相対的に
重荷。本制度により中小企業者の1償却資産の管理や申告手続などの事務負担の軽減、2パソコン等の
少額資産の取得促進による事務処理能力・事業効率の向上を図るため、現行制度のまま2年間延長する。
（平成23年度末まで）

現行制度のまま2年間延長。（平成23年度末まで）
【創設年度：H15年　減収額：213億円（H22年度経済産業省試算）】

中小企業倒産防止共済制度（法人税・所得税） 拡充

○共済契約者が拠出する掛金を原資に、取引先が倒産した際、積み立てた掛金総額の十倍を限度に共済金
を無利子・無担保・無保証人で迅速に貸し付け、連鎖倒産を防止。
○貸付けを受ける都度、掛金総額から貸付額の十分の一を費用として控除。掛金は、貸付けを受ける権利
を得るための実質的な対価であることから、掛金拠出時に損金算入する課税特例が認められている。
○今般、取引先倒産により回収困難となる売掛金債権の高額化等を踏まえ貸付限度額を8000万円に引き
上げ、これに伴い、損金算入できる掛金の限度額を800万円に引き上げる（中小企業倒産防止共済法の
改正が必要。）。

【創設年度：S53年　減収額38億円（うち拡充分3億円）（経済産業省試算）】

中
小
企
業
者
の
み 

全
て
の
企
業 

本
則 

取得価額 

30万円未満 

20万円未満 

10万円未満 

償却方法 

全額損金算入 
（即時償却） 

3年間で均等償却（注） 
（残存価額なし） 

全額損金算入 
（即時償却） 

2年間延長 

合計300万円 
まで 

（注）20万円未満の減価償却資産であれば、3年間で毎年1/3 ずつ損金算入することが可能。 

中小企業者等（共済契約者） 取引先相手先 

中小企業基盤整備機構（中小機構） 

掛
金
の
納
付 

（
必
要
経
費
・
損
金
算
入
） 

現
行
3
2
0
万
円
上
限 

共
済
金
の
貸
付 

現
行
3
2
0
0
万
円
上
限 ＜検討中の法改正事項＞ 

共済金の貸付限度額の引上げ等 
1共済金の貸付限度額の引き上げ　 

2掛金総額の限度額の引き上げ　　 

3掛金月額の限度額の引き上げ　　 

 3,200万円→ 8,000万円 
 320万円→ 800万円 
 8万円→ 20万円 

※共済金の貸付 ： （1）、（2）のいずれか少ない額 
（1） 回収困難となった売掛金債権の額 
（2） 掛金総額の10倍相当額 

倒産 
売掛金債権等の 
回収困難 

改正概要

改正概要
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T O IP C S

中小企業の事業再生に伴う登録免許税の軽減措置（登録免許税） 延長

○収益性のある事業部門を有しながらも過剰な債務を負っている中小企業の事業再生を支援するため、雇用
確保や取引先保護に有効な第二会社方式による再生計画（産業活力の再生及び産業活動の革新に関する特
別措置法第39条の2：中小企業承継事業再生計画）の認定制度を今年度創設。これと同時に事業用不動産
等の移転に伴う登録免許税の軽減を導入し、第二会社方式による中小企業の事業再生支援を推進。
○雇用継続要件の設定及び旧会社の消滅を担保する方策の構築を行った上で適用期限を2年間延長する。
（平成23年度末まで）

【創設年度：H21年　減収額　1.8億円（H22年度経済産業省試算）】

交際費等の課税の特例（中小法人における損金算入の特例）（法人税） 延長

○法人が支出した交際費は原則として損金不算入とされているが、中小企業については、特例として一定
額の損金算入が認められている。この特例措置について、現行制度のまま2年間延長する。（平成23年度
末まで）

現行制度のまま2年間延長（平成23年度末まで）
【創設年度：S29年　減収額2,680億円（H22年度経済産業省試算）】

○中小企業（資本金1億円以下の法人）においては、定額控除限度額（600万円）まで、交際費支出の90％相当額につい
て損金算入が可能。

１． 第二会社方式のスキーム 

中小企業 

２． 改正内容 

収益性の 
ある事業 

第二会社 

収益性の 
ある事業 

不採算部門 

許認可 

特別清算など 

過剰 
債務 

スポンサー 

存続 

切り離し 

出資 

（事業譲渡） 
（会社分割） 

登録免許税 
の発生 

事業用不動産等の移転 
に伴う税負担が発生。 

現行税率のまま、 
登録免許税の軽減 

会社分割 事業譲渡 
資本金 ： 
増加資本金 ： 
不動産価額 ： 

不動産価額 
土地 ： 
建物 ： 

（１）雇用８割確保要件について 
○中小企業承継事業再生計画の認定を受けることにより、課税の特例措置を特別に 
　享受する点を踏まえ、認定要件の適正化を図る。 

（2）旧会社の清算について 
○金融機関が債権放棄額を最終的に確定し、旧会社に対する貸付債権等の処理が 
　確実になされるよう、旧会社の清算を確実に担保する。 

● 事業の承継時 
　⇒承継事業に従事する従業員
　　数の８ 割の雇用を確保。 
● 計画期間中 
　⇒雇用確保は努力義務。 

現行の要件 
● 事業の承継時 
　⇒承継事業に従事する従業員 
　　数の8割の雇用を確保。 
● 計画期間中 
　⇒雇用の8割を計画終了時まで
　維持。 
※各年度の実施報告書に年度終了 
時の従業員数の記載を求め、雇用
確保の状況を的確に把握する。 

改正後の要件 

● 旧会社を特別清算手続等に 
  より将来的に清算する。 

現行の要件 
● 旧会社を計画開始後２年以内
　に清算する。 
※計画実施期間中は、各年度ごと
に実施報告書が提出される機
会を捉え、旧会社の清算の状況
を的確に把握する。 

改正後の要件 

告示等の改正 

告示等の改正 

0.15%→0.10% 
0.70%→0.35% 
 0.80%→0.20%

1.00%→1.00% 
2.00%→1.60%

（注1）交際費の範囲から1人あたり5,000円以下の一定の飲食費等は除外（中小企業、大企業の区別なく適用）。 
（注2）資本金1億円超の法人が支出した交際費については、その全額が損金不算入。 
（注3）個人事業主については、法人の場合のような交際費支出の損金算入を制限する措置は無い。 

損金不算入（１０％相当額） 
損
金
不
算
入（
全
額
） 

損金算入 
（９０％相当額） 

100％ 

90％ 

600万円 
（定額控除限度額） 

交際費支出額 

損金算入 
割合 

改正概要

改正概要

制度概要
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17 中小企業静岡 2010.5

全９項目のうち、前年同月を上回る項目は在庫数
量のみ。売上高、収益状況、業界の景況の三指標
は－50.0台を推移。同傾向はH20年９月以来。
前月の値との比較では、全９項目中８項目が上昇
し、悪化幅縮小。製造業に比べ、非製造業にて厳し
い値が多くみられた。

・・・対象17業種より抜粋
［木材・木製品］静岡市
新設住宅の需要は弱い状況下で、外国産の集成材が品薄気味
で価格が上昇しているにもかかわらず国産材製品に代替需要が
回帰している様子が見られない。
［印刷］静岡市
受注件数は増加だが、単価下落で売上高増につながらない。

［窯業・土石製品］富士市
対前年比86.6％の出荷で推移。来年度は若干増加の見込み。

［輸送用機器］磐田市
前年９月以降ほぼ横ばいの状態が続いているが、前年３月と
比較し10％アップ。
［卸売業（建築材料）］静岡市
年度末は公共土木工事への出荷が増加するが本年はまったく

盛り上がりがなく、建設需要の低迷により下げ止まりの兆しは
いまだ見えない。
［運輸業］静岡市
動きは若干改善しているが、燃料価格が上昇しており収益状
況は厳しい。３月末で首都高速、阪神高速の昼割引が終了し、
今後の高速道路料金制度も不透明であるため更なるコスト増を
心配している。

※DI値＝［（増加・好転組合数－減少・悪化組合数）／対象組合数］×100

＋0.1以上･･･ ± 0.0･･･ ～－20.0･･･ －20.0 ～･･･
なお、｢在庫数量｣のみマイナス値が大きいほど好要件としている。

概　況

業界の声
H22.02 H22.03

-56.4

-9.8

-42.6

-41.4

-65.5

-56.3

-30.8

-29.9

-63.2

-50.6

-9.9

-36.8

-36.8

-58.6

-50.6

-25.7

-32.2

-55.2

H22.2 H22.3

5.8

-0.1

5.8

4.6

6.9

5.7

5.1

-2.3

8.0

DI値の推移

景況ウォッチ （22年3月の情報連絡員月次景況調査より）

静岡県中央会に設置されている情報連絡員〔協同組合等の役職員87名に委嘱〕による毎月の景況調査の概要です。

事
務
局

静岡仏壇卸商工業協同組合

有村喜義事務局長

初
心
を
忘
れ
ず
34
年

組合活性化情報

は
一
切
な
し
。
共
同
事
業
で
得
た
利
益

を
返
済
財
源
に
充
て
、
七
年
で
完
済
し

ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。

組
合
事
業
の
大
き
な
柱
は
、
組
合
員

が
必
要
と
す
る
厨
子
や
八
双
金
具
、
金

紙
、
紋
紗
、
蝶
番
な
ど
仏
壇
用
副
資
材

の
共
同
購
入
事
業
。
二
五
年
ほ
ど
前
に

は
、
三
十
数
社
の
全
組
合
員
が
利
用
し
、

売
上
高
は
三
億
円
を
超
え
た
。
現
在
は
、

組
合
員
の
減
少
な
ど
で
扱
い
量
は
減
っ

て
い
る
が
、
需
要
は
ま
だ
ま
だ
高
い
。

「
朝
七
時
に
出
勤
し
て
、
事
務
を
済
ま

せ
、
午
前
中
を
か
け
て
組
合
員
に
副
資

材
を
配
送
。
午
後
は
再
び
事
務
仕
事
、

と
い
う
の
が
三
〇
年
以
上
続
く
パ
タ
ー

ン
。
組
合
員
を
こ
ま
め
に
回
る
こ
と
で
、

ニ
ー
ズ
を
よ
り
深
く
掴
む
こ
と
が
で
き

る
」
と
年
齢
を
全
く
感
じ
さ
せ
な
い
行

動
力
で
事
務
を
執
る
。

現
在
の
組
合
員
は
一
七
社
。
ピ
ー
ク

時
の
三
五
社
か
ら
半
減
し
た
。

「
一
緒
に
や
っ
て
き
た

仲
間

が
少

な
く
な
る
の
は
、
本
当
に
残
念
で
す
」

と
嘆
じ
る
一
方
、「
組
合
員
は
、
同
志
で

あ
る
と
と
も
に
、
ラ
イ
バ
ル
で
も
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
し
っ
か
り
と
把
握

し
た
う
え
で
、
組
合
員
が
最
も
望
む
こ

と
を
ス
ム
ー
ズ
に
展
開
で
き
る
よ
う
調

整
す
る
の
が
、
事
務
局
の
役
割
」
と
歯

切
れ
が
い
い
。

一
五
年
ほ
ど
前
、
友
人
に
誘
わ
れ
て
は

じ
め
た
ク
ロ
ダ
イ
釣
り
。
い
き
な
り

大

物

を
釣
り
上
げ
、
そ
の
と
り
こ
に
。

「
か
か
っ
た
と
き
の
引
き
が
堪
ら
な
い
。

最
高
の
ス
ト
レ
ス
解
消
で
す
」。

“

”
“

”

「
お
世
話
に
な
る
以
上
は
、
誠
心
誠
意
、

頑
張
ろ
う
と
い
う
初
心
を
忘
れ
な
い
た

め
に
、
常
に
持
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
」

と
懐
か
ら
取
り
出
し
た
の
は
、
三
四
年

前
の
新
聞
の
切
り
抜
き
。
組
合
に
入
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
組
合
事
務
局
の
求

人
広
告
で
あ
る
。
変
色
し
た
紙
片
が
月

日
の
長
さ
を
物
語
る
。

靴
の
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
店

長
や
保
険
会
社
勤
務
を
経
て
、
昭
和
五

一
年
、
静
岡
市
内
の
仏
壇
製
造
卸
業
者

で
組
織
す
る
組
合
の
事
務
局
に
入
っ
た
。

入
っ
て
す
ぐ
持
ち
上
が
っ
た
の
が
、

新
作
仏
具
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
や
資
材
保

管
庫
、
会
議
室
、
駐
車
場
を
完
備
し
た
三

階
建
て
組
合
会
館
の
建
設
計
画
で
あ
る
。

「
分
担
金
の
徴
収
や
賦
課
金
の
値
上
げ
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18中小企業静岡 2010.5

《
認
証
品
》

□
し
ず
お
か
産
ひ
の
き
の
下
駄

「
茶
人
（
さ
じ
ん
）」

（
㈱
水
鳥
工
業
）

□
「
お
茶
の
葉
ク
ッ
キ
ー
」

（
㈲
一
條
亭
）

□
卓
上
茶
箱
「
小
さ
い
つ
づ
ら
」

（
㈲
市
川
木
工
）

□
松
柏
堂
の
桐
箱
入
り
プ
レ
ミ
ア
ム

「
安
倍
川
餅
」

（
㈱
マ
ル
ヒ
コ
松
柏
堂
本
店
）

□
「
木
製
洗
面
ボ
ウ
ル
」

（
Ｗ
ａ
ｓ
ｈ
ｂ
ｏ
ｗ
ｌ
）

（
杉
本
家
具
㈱
）

□

お
茶
メ
イ
ド
緑
風
在
香

の

「
人
形
用
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
」

（
㈱
ギ
ケ
ン
）

□
知
育
玩
具
「
Ｂ-

Ｂ
ｌ
ｏ
ｃ
ｋ
」

（
㈱
桑
原
嗣
商
店
）

□
「
熟
成
本
山
茶
」

（
静
岡
本
山
茶
研
究
会
）

□
「
清
水
み
か
ん
わ
い
ん
」

（
清
水
み
か
ん
わ
い
ん
㈱
）

□
「
正
雪
」
大
吟
醸

（
㈱
神
沢
川
酒
造
場
）

□
「
清
水
も
つ
カ
レ
ー
」

（
は
ご
ろ
も
フ
ー
ズ
㈱
）

□
ま
ぐ
ろ
の
ヘ
ル
シ
ー
お
つ
ま
み

「
ま
ぐ
兵
衛
」

（
デ
リ
カ
・
オ
ー
バ
ン
マ
リ
ー
）

“

”

静
岡
市
な
ら
で
は
の
魅
力
あ
る
商
品
や
製
品

を
静
岡
市
ブ
ラ
ン
ド

し
ず
お
か
葵
プ
レ
ミ
ア

ム

と
し
て
認
証
し
、
県
内
外
に
Ｐ
Ｒ
し
よ
う

と
、
こ
の
ほ
ど
一
二
点
の
商
品
が
認
証
を
受
け

た
。こ

の
取
り
組
み
は
、
静
岡
市
が
市
の
認
知
度

を
高
め
る
シ
テ
ィ
ー
セ
ー
ル
ス
を
推
進
し
、
地

域
産
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
昨
年
度
ス
タ
ー

ト
。
県
中
央
会
が
運
営
事
務
局
を
務
め
る
。

認
証
は
、
①
静
岡
市
な
ら
で
は
の
製
法
、
技

術
、
②
静
岡
市
で
生
産
さ
れ
た
素
材
、
原
材
料
、

③
「
静
岡
市
の
魅
力
」
を
向
上
さ
せ
る
ア
イ
デ

ィ
ア
や
こ
だ
わ
り
、
④
静
岡
市
以
外
で
は
き
わ

め
て
例
が
少
な
く
、
対
外
的
な
発
信
力
を
も
つ
、

⑤
機
能
性
、
外
観
、
味
等
に
優
れ
、
他
に
誇
れ

る
高
い
品
質
、
⑥
安
全
・
安
心
へ
の
信
頼
性
が

高
く
、
環
境
に
配
慮
、
⑦
静
岡
市
に
ち
な
む
伝

承
や
物
語
性
、
取
組
み
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
の
う

ち
、
二
つ
以
上
を
満
た
し
た
上
で
、
静
岡
市
内

外
へ
の
波
及
性
な
ど
を
総
合
的
に
判
断
。

市
内
の
二
〇
企
業
・
団
体
か
ら
三
〇
商
品
が

応
募
し
た
。

今
回
認
定
さ
れ
た
一
二
商
品
に
は
、
認
証
書

が
交
付
さ
れ
、
静
岡
市
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
静
岡
市
作
成
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
へ
の
掲
載
な

ど
を
通
じ
広
く
Ｐ
Ｒ
さ
れ
る
ほ
か
、
ブ
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
が
使
用
で
き
る
。
認
証
期
間
は
二
年
間
。

“

”

一
二
点
が
ブ
ラ
ン
ド
認
証

安倍川餅

熟成本山茶

まぐ兵衛

小さいつづら

Ｂ-Ｂｌｏｃｋ

清水もつカレー

お茶の葉クッキー

人形用コスチューム

正雪

茶人

木製洗面ボウル

清水みかんわいん

静
岡
市
自
慢
の
逸
品

し
ず
お
か
葵
プ
レ
ミ
ア
ム

が
誕
生

“

”

T O IP C S
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の 

か ら 

指 導 員 

現 場 

「国内クレジット制度」で
中小企業の省エネ化推進と組合の共同事業の提案

昨年度、本会で構造改革支援ビジョン策定事業
を行い、その中で、中小企業・組合に対し、省エ
ネ化の現状と、経済産業省が推進する中小企業等
Co2排出量削減制度（以下「国内クレジット制
度」）の認知度についてアンケート調査を行った。
国内クレジット制度は、2008年10月から施行

され、Co2排出削減に自主的に取り組む中小企業
に対して、大企業等が技術・資金面で支援し、削
減した排出量をクレジットとして大手企業等に売
却する“国産”初の排出量取引制度だ。
この目的は、国内のCo2排出削減を支援し、こ

れまで京都メカニズムクレジット購入のために海
外へ一方的に流出していた資金を国内に回帰させ
る、Co2排出削減が進んでこなかった中小企業の
他、農林業やサービス業など幅広い分野での排出
削減の促進を図ることである。
中小企業者にとっては、「排出量＝クレジット」

を売却することで、資金を獲得、大企業の技術・
ノウハウを取得、省エネ設備の導入で、諸エネル
ギーコストの低減につながること、Co2排出削減
に貢献できることがメリットになる。大企業は、
国内クレジットを自主行動計画等の目標達成に活
用することができ、地球温暖化防止への対応で
CSRの取り組みとしてPRができるのである。

会員組合122、組合員企業855社にアンケート
調査を実施したところ、国内クレジット制度が施
行して間もないことや不景気などの要因が重なり、

ある組合の専務等と面談したときに「国内クレジ
ット制度って何？組合員は、建物の耐震化や売上
のことで頭が一杯なんだよ。Co2削減なんて当分
考えられないんだよ」とか「組合員の設備は確か
に古いけど、設備更新どころか、資金繰りを含め
今会社の現状維持に精一杯だよ」との意見を頂い
た。かなりこの制度に興味は少ないのでは予想を
していた。
しかし、アンケートの結果では、国内クレジッ

ト制度を解説した上で、企業で国内クレジット制
度に少しでも関心があるとの回答は、71.1％、国
内クレジット制度を少しでも導入する可能性があ
ると回答した割合は77.1％と8割近くに達した。
また組合員である企業が個々に国内クレジット

制度導入を目指す時に組合として支援する割合は、
71.9％の組合が、あると高い割合を示した。
中小企業の組合が組合員の排出権を取りまとめ

て共同経済事業として大企業などに売却したり組
合単独でも国内クレジット制度を利用する可能性
があることも分かった。
ただ、国内クレジット制度は、機械設備の導入、
更新を前提にし、不況と言われる現在進みにくい
面もある。アンケートの中で、中央会等公的機関
に対する要望で一番高いのが国内クレジット制度
関連の情報発信であった。
今後は、これらを踏まえて組合、組合員に対し、
国内クレジット制度の普及をさらに行い、中小企
業の省エネ化と組合の共同事業の可能性、組合自
体の存在を高めるお手伝いをしたいと考えている。

(関本)

「国内クレジット」って？

Co2削減は分かる。けれど今は難しい！
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20中小企業静岡 2010.5

■ 産前産後休業の期間及びその後30日間の解雇は、

禁止されています。また、妊娠中・産後1年以内

の解雇は「妊娠・出産・産前産後休業取得等によ

る解雇でないこと」を事業主が証明しない限り無

効となります。

（労働基準法第19条、男女雇用機会均等法第9条第4項）

つきましては、男女雇用機会均等法及び育児・介護

休業法その他の関係法令をよくご理解いただき、その

基準を遵守していただきますようお願いします。

■ 妊娠又は出産したこと、産前産後休業又は育児休

業等の申出をしたこと又は取得したこと等を理由

として、解雇その他不利益な取扱いをすることは、

法律で禁止されています。

（男女雇用機会均等法第9条第3項、育児・介護休業法第10条）
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木村通利

東部事務所　
所長杉山次郎
（事務局次長）

西部事務所
所長鈴木敏樹
（事務局次長）

労働部
労働支援課

副所長
大村吉夫

課長代理
伊藤健雄

副所長
小林孝志

府川進明

（社）静岡県環境資源協会静岡県協同振興（株）
平成22年4月1日現在 プラネットグループ

執行役員
岸本道明

静岡地域
若者サポート
ステーション
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平成22年度
労働保険年度更新説明会のご案内

妊娠、出産、産前産後休業及び育児休業等の
取得等を理由とする不利益取扱いの

未然防止について

下記日程により労働保険年度更新説明会を開催し

ますので、関係書類を持参のうえ最寄りの会場にご

出席下さい。なお、各会場とも駐車場に限りがあり

ますので、車での来場はご遠慮下さい。

雇用失業情勢が引き続き厳しい中で、妊娠、出産、

産前産後休業及び育児休業等の取得等を理由とする

解雇その他不利益な取扱い（以下「育児休業等の取

得等を理由とする解雇その他不利益取扱い」という。）

等の事案が増加しています。
（一般継続事業） 

三島 

島田 

静岡 

磐田 

浜松 

沼津 

富士 

２２年６月１１日（金）１３時３０分 

２２年６月１６日（水）１３時３０分 

２２年６月１７日（木）１３時３０分 

２２年６月１４日（月）１４時００分 

２２年６月１１日（金）１３時３０分 

２２年６月１６日（水）１４時００分 

２２年６月１０日（木）１４時００分 

２２年６月１６日（水）１４時００分 

２２年６月１８日（金）１４時００分 

２２年６月１０日（木）１４時００分 

２２年６月１８日（金）１４時００分 

２２年６月   　９日（水）１４時００分 

２２年６月１１日（金）１４時００分 

２２年６月１４日（月）１０時００分 

２２年６月１４日（月）１４時００分 

２２年６月１７日（木）１３時３０分 

伊東商工会議所 
伊東市銀座元町６-１１ 
三島市民文化会館 小ホール 
三島市一番町２０-５ 
下田市民文化会館 小ホール 
下田市４-１-２ 
裾野市民文化センター 多目的ホール 
裾野市石脇５８６ 

沼津 ２２年６月１４日（月）１０時００分 
裾野市民文化センター 多目的ホール 
裾野市石脇５８６ 

富士 ２２年６月１６日（水）１３時３０分 
富士市文化会館（ロゼシアター） 小ホール 
富士市蓼原町１７５０ 

静岡 ２２年６月１４日（月）１４時００分 
グランシップ 会議ホール・風 
静岡市駿河区池田７９-４ 

島田 ２２年６月１４日（月）１４時００分 プラザおおるり 大会議室 
島田市中央町５-１ 

磐田 ２２年６月１１日（金）１４時００分 月見の里学遊館 山梨公民館集会室Ｃ 
袋井市上山梨３２-１ 

浜松 ２２年６月１０日（木）１４時００分 可美公園総合センター 
浜松市南区増楽町９２０-２ 

富士市文化会館（ロゼシアター） 中ホール 
富士市蓼原町１７５０ 

※本年度は富士宮市での開催はありませんので、富士会場へお越しください 

三島 
２２年６月１５日（火）１３時３０分 三島市民文化会館 大会議室 

三島市一番町２０-５ 
※昨年と会場が異なりますのでご注意ください 

清水テルサ テルサホール 
静岡市清水区島崎町２２３ 
静岡市民文化会館 中ホール 
静岡市葵区駿府町２-９０ 
焼津市文化センター 小ホール 
焼津市三ヶ名１５５０ 
榛原文化センター 大会議室 
牧之原市静波４４７-１ 
プラザおおるり ホール 
島田市中央町５-１ 
アミューズ豊田  ゆやホール 
磐田市上新屋３０４ 
掛川市文化会館 シオーネ 大ホール 
掛川市大坂７３７３ 
湖西市民会館 
湖西市古見１０４６ 
天竜壬生ホール 
浜松市天竜区二俣町二俣２０-２ 
可美公園総合センター 
浜松市南区増楽町９２０-２ 
可美公園総合センター 
浜松市南区増楽町９２０-２ 

署　別 開　催　日　時 会　場　・　所　在　地 

（建設事業） 

署　別 開　催　日　時 会　場　・　所　在　地 

 

平成22年度　　　中

中村佳樹

住川守雄

押尾昌俊

小沼民奈子

平川博人

大谷裕紀

三宅大介

上杉美穂

西崎万里子

石原里枝子

田中秀幸

杉浦理香

鷲巣文子

勝岡あゆみ

水野円

総務課 情報企画課

総務部長
真野美博

渡辺国義

鈴木充正

関本博

能登香織

伊藤嘉余子

（しずおか産業創造機構）植田勝智（部長）
松本彰祥
佐塚一弘

連携組織課
課長

深井利治

連携組織支援
活性化業務
組合支援員

藁科良文

指導部長
村田雄示

指導部長代理
松下　剛久

指導部長代理
村松晴義

経営支援課
課長（兼務）
村松晴義
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協同組合山梨ショッピングプラザ

今後も地域密着型店舗で
活路を見出す

く み あ い 百 景

五
名
で
高
度
化
資
金
を
活
用
し
開
店
。

店
舗
面
積
三
〇
〇
〇

の
小
規
模
店
舗

で
あ
る
。
高
橋
昭
夫
理
事
長
と
鈴
木
勝

司
事
務
局
長
と
面
談
し
取
材
し
た
。

開
店
後
数
年
間
、
近
隣
の
来
店
者
で

賑
わ
い
、
ピ
ー
ク
時
の
売
上
高
は
二
四

億
円
を
計
上
し
た
。

し
か
し
、
平
成
一
〇
年
最
大
の
危
機

を
迎
え
た
。

そ
れ
は
、
袋
井
市
も
出
資
す
る
第
三

セ
ク
タ
ー
に
よ
る
二
万
五
〇
〇
〇

の

大
型
店
が
、
何
と
隣
接
地
に
ジ
ャ
ス
コ

を
核
店
舗
に
出
店
し
た
こ
と
で
環
境
が

一
変
、
売
上
が
激
減
し
た
。

組
合
員
の
中
に
は
、
同
大
型
店
に
移

転
し
た
者
が
あ
り
、
廃
業
や
退
店
に
追

い
込
ま
れ
た
者
も
あ
る
。
更
に
平
成
一

四
年
三
月
核
店
舗
で
あ
っ
た
生
鮮
食
料

m2

m2

昭
和
五
〇
年
代
ま
で
の
商
業
の
中
心

地
区
は
、
Ｊ
Ｒ
駅
周
辺
の
百
貨
店
や
商

店
街
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
マ
イ
カ
ー

時
代
を
迎
え
、
駐
車
場
を
完
備
し
た
大

型
店
が
、
郊
外
に
出
店
す
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。

大
型
店
の
影
響
を
受
け
る
路
面
店
の

中
小
商
業
者
は
、
大
型
店
同
様
に
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
組
合
組
織

に
よ
る
共
同
店
舗
の
取
得
を
目
指
し
過

去
二
四
件
発
足
し
た
。
そ
の
内
一
九
件

高
度
化
資
金
（
現
行
金
利
一.

一
％
、

償
還
二
〇
年
）
を
活
用
。
ま
た
、
量
販

店
を
核
店
舗
と
す
る
組
合
が
五
店
舗
、

残
り
一
九
店
舗
は
地
元
資
本
の
中
小
商

業
者
が
結
集
し
た
共
同
店
舗
で
あ
る
。

そ
の
間
も
、
工
場
の
遊
休
地
を
活
用

し
た
大
型
店
が
次
々
と
出
店
、
厳
し
い

商
戦
を
強
い
ら
れ
た
。
中
で
も
地
元
資

本
の
店
舗
は
苦
戦
し
、
解
散
に
追
い
込

ま
れ
た
組
合
も
多
い
。

そ
の
一
方
で
、
大
型
店
と
同
じ
土
俵

で
争
う
よ
う
な
店
舗
展
開
を
せ
ず
、
小

規
模
店
舗
だ
か
ら
出
来
る
こ
と
に
知
恵

を
絞
り
、
日
々
奮
闘
す
る
共
同
店
舗
も

あ
る
。

そ
こ
で
今
回
、
協
同
組
合
山
梨
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ
を
紹
介
す
る
。
同
店

舗
は
昭
和
五
八
年
四
月
一
日
組
合
員
一

品
販
売
の
組
合
員
の
倒
産
は
、
店
舗
閉

鎖
を
考
え
る
深
刻
な
問
題
と
な
っ
た
。

当
時
の
こ
と
を
高
橋
理
事
長
は
、

「
連
日
会
合
を
開
き
対
応
策
を
協
議
し

た
結
果
、
結
論
は
継
続
再
生
で
、
そ
の

結
論
を
導
い
た
も
の
は
、
冷
静
に
大
型

店
を
分
析
し
た
こ
と
で
あ
る
」
と
語
っ

た
。ま

た
、「
大
型
店
の
客
層
は
広
範
囲
、

来
店
者
は
小
奇
麗
な
服
装
で
、
休
日
や

仕
事
帰
り
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
む

傾
向
に
あ
る
」
と
分
析
、「
そ
こ
で
組

合
の
店
舗
展
開
は
、
日
々
必
要
な
最
寄

り
品
主
体
だ
。
客
層
は
四
〇
才
代
の
主

婦
層
に
絞
り
、
普
段
着
や
作
業
着
で
も

来
店
で
き
る
地
域
密
着
型
の
店
舗
を
目

指
そ
う
」
と
、
大
型
店
と
一
線
を
画
す

コ
ン
セ
プ
ト
が
ま
と
ま
っ
た
。

次
に
組
合
員
は
、「
庶
民
的
な
新
鮮

で
お
得
感
の
あ
る
生
鮮
食
料
品
店
の
入

居
希
望
者
を
手
分
け
し
て
探
し
た
。
そ

の
努
力
の
甲
斐
が
あ
り
静
岡
に
本
社
を

置
く

マ
ム

を
迎
い
入
れ
る
こ
と
が

で
き
た
」
と
い
う
。

鈴
木
事
務
局
長
は
、「
マ
ム
の
入
店

に
よ
り
活
気
づ
き
、
組
合
員
店
舗
も

徐
々
に
工
夫
の
努
力
が
芽
生
え
て
き

た
」
と
ほ
ほ
笑
ん
だ
。

同
社
は
、
既
存
店
舗
を
活
用
す
る
こ

“

”

共
同
店
舗
組
合
の
動
向

隣
接
地
に
大
型
店
進
出

▼共同店舗外観

住　所 〒437-0125
袋井市上山梨2-12-2

理事長 高橋昭夫
組合員 5社
設　立 昭和57年3月1日
T E L 0538-49-0841
F A X 0538-49-0079

核
店
舗
と
共
存
共
栄
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浜
松
市
や
磐
田
市
で
は
、
イ
オ
ン
や

ラ
ラ
ポ
ー
ト
な
ど
大
規
模
店
舗
の
出
店

に
よ
り
商
圏
は
変
化
し
、
商
戦
は
ま
す

ま
す
激
化
す
る
。

で
も
、
こ
の
商
戦
は
買
回
り
品
を
中

心
と
し
た
大
型
店
舗
間
の
競
争
で
あ
っ

て
、
最
寄
り
品
を
買
い
求
め
る
地
元
消

費
者
を
一
〇
〇
％
吸
収
す
る
も
の
で
は

な
い
。
小
規
模
店
舗
は
、
こ
の
補
完
機

能
を
有
し
て
い
る
。

特
に
高
齢
者
は
行
動
範
囲
が
限
ら

れ
、
ま
た
、
家
事
に
追
わ
れ
る
主
婦
は

食
材
の
買
出
し
に
長
時
間
費
や
す
こ
と

は
で
き
な
い
。

こ
う
分
析
す
る
鈴
木
事
務
局
長
は
、

「
今
後
の
店
舗
展
開
は
、
高
齢
化
社
会

を
視
野
に
入
れ
た
地
域
密
着
型
で
あ

り
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

を
積
極
的
に
活
用
し
た
宅
配
サ
ー
ビ

ス
、
地
元
特
産
品
の
掘
り
起
こ
し
に
よ

る
販
売
支
援
で
あ
る
」と
熱
く
語
っ
た
。

と
で
建
設
コ
ス
ト
抑
え
る
一
方
、
購
買

意
欲
を
演
出
す
る
内
装
費
に
は
資
金
を

投
入
す
る
。
ま
た
、
建
設
コ
ス
ト
削
減

に
よ
り
、
お
得
感
の
あ
る
価
格
設
定
を

可
能
と
し
て
い
る
。

来
店
者
は
増
え
、
多
く
は
四
〇
才
代

の
主
婦
層
、
来
店
時
間
帯
は
夕
食
の
食

材
を
買
い
求
め
る
四
時
頃
が
ピ
ー
ク
。

各
組
合
員
は
、
こ
の
デ
ー
タ
を
活
か

し
、
主
婦
が
つ
い
で
に
買
い
求
め
る
商

品
も
豊
富
に
陳
列
し
た
。

例
え
ば
衣
料
品
店
は
、「
若
い
世
代

の
来
店
は
少
な
い
が
、
四
〇
才
代
の
主

婦
は
小
学
生
の
お
子
さ
ん
を
抱
え
て
い

る
。
来
店
つ
い
で
に
子
供
服
も
買
っ
て

く
れ
る
」
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
地
元
資
本
の
小
規
模
店

舗
は
、「
最
寄
り
品
主
体
の
地
域
密
着

型
店
舗
に
活
路
が
あ
る
」と
強
調
し
た
。

組合活性化情報

平成21年度事業・決算の承認並びに平成22年度事業計画・予算の決定・役員改選等

13：30～15：30（予定）
会場　ホテルセンチュリー静岡 静岡市駿河区南町18－1

会員の皆様が一堂に会し、平成21年度事業の成果をご確認いただくとともに、厳しい経済環境下での
新しい事業の方向性をお決めいただく機会です。
お忙しいなかとは存じますが、ご出席のほどよろしくお願い申し上げます。
※詳細は、後日ご案内申し上げます。

■お問い合わせ　静岡県中央会・総務課　℡054-254-1511

を開催します。

平成22年6月17日（木）

静岡県中小企業団体中央会は、

平成22年度 中央会通常総会

主要議題

組
合
の
中
期
計
画

▼高橋昭夫理事長（右）、鈴木勝司事務局長

▼共同店舗内
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読者プラザ 

私が所属しております清水青年中央会では、40

周年記念事業と致しまして、環境問題に積極的に取

り組んでいる沖縄県に視察旅行に行ってきました。

今回の視察は、二酸化炭素の排出削減に効果があ

るとされるバイオマスエネルギーに積極的に取り組

まれている企業様へ訪問し、今後静岡でも、推進し

なければいけないという会員の思いから実現しまし

た。

視察先の企業様では、社長様自らが取り組みに対

する苦労や効果や今後の展開など多くの事をお話し

ていただきました。静岡での導入は、改めて大変だ

と感じましたが、環境問題に対する意識が高まる良

い機会でした。

また、地元沖縄の青年中央会の方々と懇親会で交

流を図ることができましたし、米軍の基地問題に対

しても、今まで以上に身近な問題だと考えるように

なりました。

沖縄視察について

静岡県清水青年中央会

理事片平隆士
株式会社ティーケーシステム

●発行人／静岡県中小企業団体中央会 〒420-0853 静岡市葵区追手町44-1 TEL／054-254-1511 FAX／054-255-0673

東部事務所 〒410-0881 沼津市八幡町7番1号 TEL／055-963-4511 FAX／055-963-8307
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中小企業静岡
5月号（通巻678号）

新設組合紹介 

組合の前身は、昭和初期の大不況と大資本の小

売分野への進出に苦しむ静岡市内の小売商業者が、

大企業に打ち勝ちながら営業権を守っていこうと

昭和9年に発足した任意組織。

昭和24年に協同組合組織に移行し、小売業の合

理化や近代化の推進、新しい時代の商道の確立を

旗印に静岡市の商業界のリーダー的役割を60年に

わたって担ってきた。だが、時代の大きな流れの

中、平成21年12月をもち、株式会社へと組織変

更したため、協同組合の精神に基づいた共同事業

を行おうと旧協同組合のメンバーが再組織化した。

組合員の取扱商品の販路拡大を図るための共同

宣伝事業をはじめ、業界や金融、施策、関連法令、

消費者･地域社会の動向など幅広い経営情報の調

査･研究事業、市場開拓･販売促進事業を展開。活

気ある街づくりや地元に愛される小売店づくりに

寄与していく

共同事業を通じ、
地域商業の活性化に寄与
協同組合静岡専門店会
静岡市

長谷川総一理事長

地域間・都市間競争が激しさを増す中、地域の

もつさまざまな魅力を内外にアピールするシテ

ィプロモーションが各地で活発に行われている。

その一環として静岡市では魅力ある商品・製

品を県内外にPRしようと、12点を“しずおか

葵プレミアム”としてこのほど認証した。

本山茶や安倍川もち、下駄、家具などおなじ

みの品とともに、人形コスチュームにスポンジ

素材の知育玩具、もつカレー、みかんワインな

ど、馴染みの薄い（と思われる）商品も加わり、

ヴァラエティに富むラインナップとなった。

浜松市でも4年前から“やらまいか浜松”と

銘打つ浜松ブランドの認定をスタート。現在ま

でに70を超える商品等が選ばれている。

そこに住む人にとっては当たり前のものも、

外から見れば新鮮に映る、ということは多い。

それを求めてそこに行きたい、そんな品々が

続々と生まれるよう期待したい。 （住川）
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